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台北市で開催されたふたつの陳澄波展
山
　
梨
　
絵
　美
　子
　
二〇一二年に台北市で台湾洋画の第一世代で重要な位置を占めた陳澄波の画業
を紹介するふたつの展覧会が開催された。ひとつは、二月一八日から五月一三日まで台北市立美術館で開催された「行過江南―陳澄波芸術探索歴程
Journey through 
Jiangnan-A pivotal m
om
ent in C
hen C
hen-po’s artistic quest 」展、もうひとつは、至善芸
文センター 三月二八日から六月一六日まで開催された展覧会「
豔
陽下的陳澄波
　
U
nder the Searing Sun-A Solo Exhibition by C
hen C
heng-po 」展である。
　
これらに先立って二〇一一年 〇月二二日から二〇一二年二月二八日まで高雄市
立美術館で開催された大規模な陳澄波展、 「切々故郷情：陳澄波紀念展」の図録に、館長謝佩霓が寄せた「接力展覧譲台湾民衆親炙大師之芸術風采」
（
Touring Exhibitions 
letting Taiw
an’s people vie the m
aster’s artistic accom
plishm
ent （
は、台北市での展覧会に至る
経緯を明かしている。それによると、一九九四年に陳澄波生誕百年を記念して嘉義市立文化センターと台北市立美術館でそれぞれ陳澄波展が開催され、この画家の名が人々に広く知られるようになっていたこ 踏まえ、二〇一一年には中華民国建国百年を記念して陳澄波文化基金会と中央政府および自治体が協力して陳澄波を主題とする音楽劇を制作して台湾全土を巡回した。 の企画に際して、同財団と高雄市立美術館が協力して「切々故郷情：陳澄波紀念展」を二〇一一年一 月から開催その内容を概ね引き継いで台北市の創価芸 センターで「
豔
陽下的陳澄波」展が
開催される運びとなったという。　
これと同時期に台北市立美術館では陳澄波が中国大陸で過ごした時期に焦点を当
てた 「行過江南―陳澄波芸術探索歴程」 展が開催された。陳澄波
（一八九五～一九四七（
は一八九五年に台湾中部阿里山に近い嘉義に生まれ、台北で西洋画法に触れ、一九二四年から二九 まで東京美術学校 留学したのち、上海で教鞭を取り、一九三三年に郷里嘉義に戻って逝去する一九四七年まで制作を続けた。　
作家が異文化間を移動することで制作に変化があらわれることが指摘されて久し
いが、陳澄波の画業にも同様の指摘がなしえる。 「行過江南―陳澄波芸術探索歴程」展と「
豔
陽下的陳澄波」展は、双方を比較しつつ鑑賞することで、この画家のし
ごとを理解する新たな視点を得る機会を与えてくれるものとなっ 。　「
豔
陽下的陳澄波」展がその概ねを引き継いだ「切々故郷情：陳澄波紀念展
 N
os-
talgia in the Vast U
niverse: C
om
m
em
orative Exhibition of C
hen C
hen-po 」は、 「油彩的化
身
  Self-portrait of the Artist 」 「心之所繋―嘉義景致
 W
here the H
eart Belongs: the Scenery 
of C
hiayi 」 「永遠的故郷―福爾摩沙
 H
om
eland Forever: Form
osa 」 「学院伝承―在室琢磨
 
Academ
ic Tradition: Studio Training 」 「筆法多変―中西融合
 Varied Strokes: M
ixture of East 
and W
est 」の五章構成で、陳澄波の画業を振り返るもので、東京留学期および上海
滞在期の作品も展示されたが、台湾での制作を中心 据えたものであった。　「
豔
陽下的陳澄波」展は展示空間が三フロアーに分かれることから、同展の構成
にあたった白適銘
（台湾師範大学（
によって、 「土地之愛（
Love of the Land （」 「人文之
愛（
Love of C
ulture （」 「文物
（
M
em
orabilia （」という三章に再構成され、 「土地之愛」で
は風景画を、 「人文之愛」では人物画、静物画、膠彩画、水彩画を展示し、 「文物」では陳澄波関係の書簡、写真、彼の遺品、所蔵していた雑誌 絵葉書などを紹介するものとなった。　
陳澄波は、 嘉義公学校を経て一九一三年に台湾総督府国語学校公学師範部に入学。
同校で教鞭を取ってい 石川欽一郎が課外で教えていた水彩画を学び、西洋画に興味を抱く。一九一七年に同部を卒業して郷里 嘉義公学校訓導と 教職につき、翌年に結婚、一九一九年には長女が生まれる 、画業 ために一九二四年三月に依願退職し、翌月東京美術学校師範科に留学する。一九二五年第二回白日会展に初入選、一九二六年にも白日会展に連続入選するとともに第七回帝展に「嘉義の町はづ
三二
―
―
　台北市立美術館「行過江南―陳澄波芸術探索歴程」
　　
 展と至善芸文センター「豔陽下的陳澄波」展
　――
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三三
れ」で初入選を果す。台湾洋画家としては初めて日本の官展入選作家となった。翌年第八回帝展にも「夏日街景」で入選、 同年から開催された台湾美術展にも入選し、台南で創立された美術団体「緑榕会」で洋画の指導者となるなど、洋画家として地歩を固めた。一九二八年 白日会展、光風会展 台湾美術展に入選したほか、廈門で個展 開き、福建省美術展にも出品している。一九二九年三月東京美術学校を卒業。同年四月に大陸で開催された第一回全国美術展に審査員として出品し、同年六月には上海に渡り、西湖博覧会 出品した。同年八月上海の私立新華芸術大学西画科教諭となる。三〇 には台湾から家族を呼び寄せ、本格的に上海を拠点に制作を始めるが、三一年九月にいわゆる満州事変が、三二年一月には第一次上海事変が起こり、日中関係が悪化したため、三二年一月末に家族を台湾へ帰し 三三 六月には自らも台湾に帰ることとなっ 。台湾では台湾美術展、 総督府美術展
（府
展
（
のほか、台陽展に出品、光風会展など日本にも出品を続け、寥継春、顔水龍、
李梅樹ら台湾洋画の第一世代の画家たちととも の の近代化に尽力した　「
豔
陽下的陳澄波」展では、画業の初期にあたる東京留学時代の作品と、台湾で
制作された作品との違いが印象づけられた。東京留学中 博物館、美術館、 重橋など建築物を好んで描き、近代化、都市化していく景観に興味を抱いていたことがうかがえる。当時の日本 画壇は、穏健な写実に基づきつつ印象派的な光の表現を取り入れた官展風の画風の一方で 多くの美術団体展でポスト印象主義 受容した作品が多数出品される状況であった。陳澄波 画風 後者 属し 鮮やかな色の絵具を比較的厚く塗り、作家 激しいタッチをカンヴァス上に残している。帝展初入選作は所在が分から いが、 二度目 入選を果たした 「夏日街景」
（一九二七年（
に、
東京での修学によって確立された初期の画風を見ることができ 。 景に取材すが、実景そ ままではなく、構図を調え、人物 配置、さ に着衣や持ち物 も配慮がなされている。地面の色面は比較的平滑につく れているが 樹木 どにはリズミカル タッチが用いられて、筆使いによってつくられた多様なマチエールが効果的に作品に活かされている。東京留学中に技術が洗練され、ま 制作への姿勢の基盤がつくられたのが見てとれ　
大陸滞在を経て、台湾に戻ってからの作品は、自然と人々の生活に親密なまなざ
しを注ぎ、大陸の造形伝統と日本で学んだ西洋近代的技術や物の見方を活かして台湾独自の近代絵画をつくりだそうとしたことをうかがわせる。台湾 生命力あふれる自然の中に電柱や煙突といった近代化、機械化 象徴するモティーフが描き込まれ、眼前の風景 中に確実に時代を見ている画家のまなざし うかがえる。幾度も描か ている「淡水風景」は、観音山と入り江が織りなす海辺の風光を好んで描く他の画家たちと異なり、オランダ統治の歴史を物語 赤い建築と台湾古来の家々が並び建つ町並みに注目した作品となっている。比較的平滑に描かれた壁と、規則的な瓦屋根を持つ茶色や朱の建物が、 曲線的なタッチ 重ねた緑の木々 折り重なり、豊か 色調とマチエールを見せる。陳澄波の描く「淡水風景」は複数 異文化を容れて来た台湾の歴史を象徴す も ようである。　「
豔
陽下的陳澄波」展はこうした陳澄波の初期から晩年までの画業の変遷をモテ
ィーフごとに跡づける試みとなっていた。 「温陵媽祖廟」
（一九二七年（
、 「嘉義街中心」
（一九三四年
（、 「阿里山遠望玉山」
（一九三五年
（、 「淡水風景」
（一九三五年
（、 「初秋」
（一九四二年（
などよく知られたものの他、本展が初公開となる初期水彩画のまとま
った展示がなされた。画家が収集した美術関係の書籍、雑誌、絵葉書のほか、写真、陳澄波宛書簡などの資料の展示も充実 ものとなっていた。それらは膨 資料の一部のようであるが、陳澄波が目にしたもの、考え こと、画家の交友など作品 背景を示そうとする企画者側の意図がうかがえた。　
二二八ページに及ぶ図録には出品作や資料の画像とともに以下のように論文が掲
載されている。　
白適銘
（台湾師範大学
（「 「写生」 、現代風景與国語学校時期的陳澄波―新公開水彩
資料之啓示」
　“Sketching from
 Life”, M
odern scenery, and C
hen C
hen-po D
uring H
is Study 
at the N
ational Language School-Relations from
 N
ew
ly D
isclosed W
atercolors
　
白根敏昭
（東京富士美術館
（「陳澄波的日本画」
　C
hen C
hen-po’s Japanese G
ouache 
Painting
　
クリスティーナ・バーク・マセソン
（傳瑋思
（「跨国文化
　混雑認同」
　Transitional 
C
ultures, H
ybrid  Identities 
　
呉世全
（台北市立美術館（
「燃焼生命的光彩」
　Th
e C
olors of a Blazing Life
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また、この展覧会期間中の五月五日、国際シンポジウム「繫絆郷情：陳澄波與台
湾近代美術国際学術討論会」が開催され、台湾、アメリカ、韓国、日本の研究者による発表がなされた。報告書も近く刊行 る予定である。　
台北市立美術館での展覧会「行過江南―陳澄波芸術探索歴程」は、台湾近代美術
の調査研究を続けてこられ、陳澄波に関する著書もある同館学芸員の林育淳女史の企画になるものである。 （一（
「東方風情下的山河湖海
 O
riental Landscape 」 、 （二（
「戦
争前後江南都会風景
W
artim
e Jiangnan C
ities 」 、 （三
（「従透視平視至俯瞰還視
 From
 
Eye-level Perspective to Aerial Looking Panoram
a 」 、 （四
（「従学院素描至写意裸女
 From
 
Academ
ic Sketches to Lyrical N
udes 」 、 （五
（「生活記録画像與全家福
 Record of Life Por-
traits and Fam
ily Portraits 」 、 （六
（「上海時期芸術交遊点滴
 Interaction w
ith the Shanghai 
Art C
ircle 」の構成で、上海滞在期の画風の特色がわかりやすいかたちで展示に反映
されていた。　（一（では太湖、 西湖など、 古来から名所として描かれている場所を描いた風景画、
（二（では上海をはじめとする都市に取材した作品が集められている。 （一（のような自然景には水墨画の筆致のような伸びやか タッチが見られるのに対し、 （二
（
の都市景観には黒に近い暗色の輪郭線が多用されている。 （六
（
で展示された資料
が明らかにしているように、上海では大陸の作家たちと交流し、また宋・元・明代の中国絵画を目にする機会も多かったようである。後 陳澄波は「大陸では宋・元の作品を見ることができた」と記し 倪雲林、八大山人、ルノアール、ゴッホを融合することの意義を述べてい が、こうし 視点は大陸での経験を踏まえたものだろう。　（三
（
では同館所蔵の東京留学中に描かれた一九二〇年代の作品に見られる西洋
的透視図法が三〇年代には用 れ くなっていき、俯瞰的構図の作品が多くなることが紹介されていた。上海時代は陳澄波 と 、美術学校教師として体系的絵画教育を実践した時期であ 。こ 時期におびただしい数の水彩による裸婦スケッチが残されているのは興味深い 形態 簡略化して輪郭線を捉え、身体に肌色を、影に緑色をほとんど一筆で施して 軽妙自在な筆致 描かれた れらのスケッチ
が油彩画に直接反映された例は現在のところ紹介されていないが、基礎訓練という以上の意図があったように思われる。裸体表現は西洋的アカデミズムの受容と深く結びつくため、これらが紹介 意義は大きい。　（五（では小出楢重の「
Nの家族」 、前田寛治の「棟梁の家族」などと比較して興
味深い「我的家族」
（一九三一年（
をはじめとする家族の肖像が展示された。上海時
代は、一九二四年に東京に留学して以来数年ぶりに家族が一つ屋根の下に住み、家族の時間が増えた時期とされている。風景画の評価が高い陳澄波であるが、上海では裸体画も含め人物表現の研究にも力が注 れたことがうかがえる。　
A
（版変形二四八ページの同展図録には以下の論考が掲載されている。
　
林育淳「陳澄波生命之旅的現実地與桃花源図像」
Th
e real scenes and im
ages U
topia 
in C
hen C
hen-po’s journey of life 
　
羽田ジェシカ「終始於台湾―試探陳澄波上海期之意義」
 A pivotal M
om
ent in Tai-
w
anese M
odern art: C
hen C
hen-po’s Shanghai Period in H
istorical Perspective
　
邸函
妮「陳澄波「上海時期」之再検討」
Reappraising C
hen C
hen-po’s “Shanghai Pe-
riod”
　
クリスティーナ・バーク・マセソン
（傳瑋思
（「認同、混雑、現代性：陳澄波日
據時期的絵画」
Identity, H
ybridity, and M
odernity: Th
e C
olonial Painting of C
hen C
hen-po
　
邸函妮女史が寄せた「陳澄波「上海時期」之再検討」では、画家が東京留学中で
ある一九二七年にはすでに「作品の主題を探すため中国大陸に渡る」計画を立てていたことが指摘されている。林育淳女史は、陳澄波のように一八九五年という日本統治が始まった時期に生まれた人々にとって、中国は文化的に洗練されたものを持つ場所と位置づけられていたとし、陳澄波の画業の根底に一貫して桃源郷への憧憬があると指摘している。陳澄波に って上海滞在期は短かったが、その後の画業に大きく関わるもので った　「
豔
陽下的陳澄波」 「行過江南―陳澄波芸術探索歴程」は、ひとりの作家の画業
を相互補完的に紹介する企画となった。陳澄波は台湾に生まれ、人生 大半を同地
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三五
で過ごしたが、中国を祖国
（祖先の出身国
（
とし、一九四五年までは日本を、一九
四五年以降は中国を故
（生まれた国
（
かつ母国
（自らが国籍を持つ国
（
とした。そ
うした彼が、個の表現と向き合う制作の場で、自らのアイデンティティをどこに求めたかは興味深い問題である。このたびのふたつの展覧会は画家の制作の場の移動をなぞるように、鑑賞者も場を移動して比較、鑑賞する貴重な機会をもたらした。　
一九一〇年代半ばから日本では「東洋」への興味が高まっており、人的・物的な
交流も多く っている。上海を じめ に渡った画家たちも多い。地理的に同じ場所であっても各人にとって異なる意味 持ち、 異なるものに出会う契 となる。その受容のあり方も一様で ない。陳澄波の作品は、東アジア 近代美術の複雑さと底深さを物語っている。
（やまなし
 えみこ・企画情報部副部長（
＊
 「行過江南―陳澄波芸術探索歴程
Journey through Jiangnan-A pivotal m
om
ent in C
hen C
hen-
po’s artistic quest 」展、台北市立美術館、二〇一二年二月一八日～五月一三日
　「
豔
陽下的陳澄波
　
U
nder the Searing Sun-A Solo Exhibition by C
hen C
heng-po 」展、台北市
至善芸文センター、二〇一二年三月二八日～六月一六日
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